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進化する銅特  

集



特  

集進化 する銅
銅は、人類が初めて使ったとされる金属。

実はその長い歴史とともに、「進化」しています。
優れた電気伝導性や熱伝導性などの機能を、人類は進化させ、

社会を発展させてきた歴史があります。
三菱マテリアルは、

銅合金や無酸素銅といった銅を進化させる加工技術を強みに、
高性能で高品質な銅製品を社会に提供しています。

「中期経営戦略2030」は、
Webサイトより
ご覧いただけます。

半導体 半導体の製造には形状加工など多くの工程が必要で、加工しやすい銅の特長が発揮されます。三菱マテリアルの銅を用いた半
導体は、自動車部品やエレクトロニクス分野に使われることが多く、急速に進む自動車、エレクトロニクスの進化を支えています。

大電流化の進む車載端子やバス
パーに、三菱マテリアルの銅製品
が使われています。特に電気自動
車は動力や電子制御に大量の電
気が使われ、優れた導電性や耐
熱性が求められます。「進化」した
銅がこの課題を解決しています。

ICチップを固定して外部配線とつ
なぐ、リードフレームという部品に、
三菱マテリアルの精密圧延技術
を用いた銅合金が使われていま
す。強度と導電率の優れたバラン
スや耐熱性、加工のしやすさとい
った、「進化」した銅の特長が活か
されます。

自動車 自動車の電動化は年々加速し、xEVの販売台数の割合は増加。電動化に伴い、自動車の電気の通り道と
なる部材や部品には、これまで以上に精密で、より厳しい条件でも機能する銅製品が必要とされています。
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銅は、こんなに変幻自在
電気を通しやすく進化！

MSPシリーズは、電気の通しや
すさ（導電率）が進化のポイント
です。導電率と材料の強度を両
立させ、一般的な黄銅（C2600）
と比べてこの2点で優れており、
高電圧・大電流用途に最適です。

通電発熱に耐えるように進化！

クロムジルコニウム銅は加熱時
間が長くても、硬さを保つ点が
進化のポイントです。このため、
高温環境での強度・信頼性が
求められる鉄鋼用鋳造鋳型や
航空宇宙分野で盛んに使われ
ています。

加工性を維持した鉛フリー品へ進化！

GloBrass®やECO BRASS®

は、鉛を含む快削黄銅よりも、
強度や耐摩耗性が優れている
点が進化のポイントです。従来
の加工性を維持した上で、鉛フ
リーという付加価値が加わりま
した。

世界最高水準の強度に進化！

MOFC®-HRは、世界最高水
準の強度を実現。従来の無酸
素銅（C1020）と同等の導電率
を有しながら、従来品より大幅
に高い強度と、優れた耐熱性を
実現しました。

加工技術の進化に伴い、銅は、別の金属と融合して「銅合金」になったり、
酸素を極限まで減らした「無酸素銅」になったりと、人々の試行錯誤により姿や特性を変えてきました。
まさに変幻自在な銅の進化について紹介します。

MSPシリーズ

銅とマグネシウムの合金、MSP
シリーズは、導電率と強度を両
立させています。多くの導電部
品を搭載する電気自動車に欠
かせない素材です。中でも強度
と耐熱性、曲げやすさに優れ、マ
グネシウムをシリーズで最も多く
含む「MSP5」は軽量化のニー
ズにも応えています。

クロム
ジルコニウム銅

銅とクロム、ジルコニウムの合金
として、高耐熱、高導電率が求
められる鋳

ちゅうぞういがた

造鋳型や航空宇宙
分野に欠かせない素材です。リ
レー用可動片（スイッチの接点
を切り替える機構部分）にも採
用。高導電用途で通電発熱対
策にも期待されます。

GloBrass®

ECO BRASS®

銅と亜鉛の合金、鉛フリー快削
黄銅「GloBrass®」、「ECO 
BRASS®」は、鉛フリーでありな
がら、高強度かつ加工性に優れ
ています。自動車部品や水栓金
具などに活用が期待されていま
す。高い導電率を有しながら、
耐食性があり、より幅広い用途
への展開が期待されます。

無酸素銅
（MOFC®-HRなど）

酸素濃度を極限まで低減した
銅です。三菱マテリアルは世界
最高水準の強度と耐熱性を持
つ、無酸素銅「MOFC®-HR」
を開発。従来の無酸素銅が持
つ優れた導電率・熱伝導率を
備えつつ、銅合金並みの強度と
耐熱性を実現。自動車用の高
圧端子など、大電流・高放熱が
求められる部品に活かされます。

銅の酸素濃度を
極限まで低減すると

Cr
クロム

Zr
ジルコニウム

Mg
マグネシウム

O
酸素

Pb
鉛

進化
POINT

進化
POINT

進化
POINT

進化
POINT

銅は進化の可能性を秘める、優
れた金属です。電気をよく通す
ことから電子機器に欠かせない
素材であり、熱をよく伝えるため
エアコンの熱交換器や鍋などの
調理道具にも使われます。また、
伸ばしたり叩いたりして大きく形
を変えやすく、加工性に優れてい
ます。さらに、合金化することで、
さまざまな強みを加えることもで
きます。

Cu
銅

Zn
亜鉛

電
気
の
通
し
や
す
さ

材料の強度（引張強さ）

黄銅

MSP5

MSP1

MSP8

より電気を
通しやすい！

硬
さ

加熱時間

加熱しても硬さがずっと続く！

電
気
の
通
し
や
す
さ

材料の強度（引張強さ）

従来の
無酸素銅よりも
強度がより向上！

従来の無酸素銅

GloBrass®

ECO BRASS®

鉛を含む
快削黄銅

強度 耐摩耗性
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　EV化という大転換期を迎えている自動車
業界。自動運転機能を搭載するため、車載
用電子・電気機器の多機能化、高性能化が
止まりません。それに伴い、導電化や小型化
を叶える材料へのニーズが高まっています。私
は自動車の大手ワイヤーハーネスメーカーの
設計部門に営業を行い、MSPシリーズなど
当社材の受注につなげています。
　中でもMSP5はマグネシウムの添加量が多
いため比重が軽く、重量で購入されるお客様
にコストメリットが出せる、他に類を見ない材

料。プレス加工メーカーのお客様からも、加
工しやすいと好評です。
　市場には、他にも優れた材料が存在します。
にもかかわらず、MSPシリーズが採用されて
いるのは、そこに「喜び」があるから。MSPシ
リーズはもっと進化できますし、世界で戦える
ポテンシャルを持っています。さらに市場を広
げるため、グローバルな供給体制を構築し、
世界中に喜びを届ける材料として拡販してま
いります。

　MOFC®-HRは、従来の無酸素銅では実
現できなかった薄型化、小型化を可能にする
合金です。金属材料の研究開発を担う銅加
工開発センターで開発され、自動車のEV化
や次世代エネルギーのニーズが高まりだした
頃から、無酸素銅の強度や耐熱性を高めるた
めに試作を重ねてきました。
　私は国内外の大手コネクタメーカーを中心
に、車載向け合金などの営業を行っています。
現在注視しているのは半導体向けパワーモジ
ュール市場。競争が激しく、新合金が採用さ

れにくい傾向がありましたが、近年MOFC®-

HRの認知度が高まり、好機と捉えています。
半導体市場は横展開で採用が広がるケース
が多く、開発チームと市場のニーズをつかみ、
お客様の信頼を獲得していきます。
　欧米市場でも、ドイツのマーケティングチー
ムと協力して現地のお客様と関係を深め、案
件が増えています。今後も実績を増やし、「グ
ローバル・ファースト・サプライヤー」としての
地位を確立します。

技術で生み出せ。
「世界最高水準」の銅製品を

唯一無二の技術で、世界に「喜び」をもたらす 強度・耐熱性を武器に、国内外のニーズに応える

幅広い用途で活躍できるMSPシリーズは、銅に
マグネシウムという異なる元素を添加する「固溶
強化型」という強化方法を用いて生まれました。マ
グネシウムの添加は、他社には真似できない技術。
鋳造技術に長けた三菱マテリアルだから実現でき
た強化方法です。

三菱マテリアルだから
実現できた「固溶強化型」

MSPシリーズ

合金を
極める MOFC®-HR

強度を
極める

MOFC®-HRは研究者の努力と、当社独自の銅の「強度」を高める技術力と、
添加元素の制御技術によって生み出されました。無酸素銅製造技術と材料
設計技術により、高い導電率と熱伝導率を維持しつつ、強度と耐熱性を飛躍
的に高めた無酸素銅です。熱負荷の高い使用環境下でも特性の劣化が少な
く、幅広い用途で使えます。EVや次世代エネルギーなどの過酷な環境条件
で大電流、高放熱が求められる電気機器の部材として最適です。

過酷な環境条件でも活躍できる無酸素銅

高機能製品カンパニー 銅加工事業部 営業統括部 
圧延営業部 圧延第三グループ（名古屋駐在）

岩
い わ い

井 光
こ う た

太

高機能製品カンパニー 銅加工事業部 営業統括部 
圧延営業部 圧延第一グループ

大
おおはし

橋 充
みつる

時代とともに進化し、市場やお客様のニーズに応え続けてきた三菱マテリアルの銅製品。
ここではその主力製品である、MSPシリーズとMOFC®-HRの強みに迫ります。
販売活動の中心を担う営業の二人が、三菱マテリアルならではの技術力や市場における優位性、
三菱マテリアルの銅製品が持つ可能性について語りました。

MOFC®-HR
活用例

コネクタ

MSPシリーズ
活用例

端子
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三宅　生産管理部の私は営業と製造をつな
ぐ役割を担い、お客様からのオーダーを製造
現場につなげています。営業と製造の間に立
って、遅延が発生しないようにしています。新
しいお客様も着 と々増えてきており、自動車向
けなどの銅加工品需要に応えています。
玉川　増速化には課題もあります。作業者の
処理時間も短縮され、作業者の負荷が増え
るので、負荷を軽減するために作業の自動化
にも、合わせて取り組む必要がありました。

――中経2030達成には社内の「連携強化」
が一層求められます。業務で発揮された、部
署間や拠点間の連携やありたい連携の姿を
教えてください。
川口　工程改善に向け、部署を越えて困りご

とを共有し、意見を交わし合い、改善につな
げています。例えば銅加工開発センターで工
程改善のシミュレーションができたり、藤田さ
んのいる三宝製作所 製板課の力を借りたり
できるのは当社ならではの強みです。また、私
がいる技術開発部は国内3拠点にあり、技術
交流会を月1回開いて拠点を越えた意見交換
や業務紹介をしています。今後もっと活発に
意見交換をして、当社の強みを発揮させてい
きたいです。
三宅　私の仕事では営業との密な情報連携
が大切ですね。営業から、今後市場ではこの
分野の受注が増えそうといった情報を聞き、
製造現場に随時伝えています。受注の見通し
が予測できない部分もある中ですが、もっと
密に情報連携できれば、より機動力を高めら
れると思います。
鷹野　堺工場の新溶解設備の設置において
は、法令や予算といったあらゆる角度からの

検討が必要で、自分たちだけでは計画を実施
できませんでした。大きな課題に取り組む上
で、部署の垣根を越えたタスクチームを結成
し、それぞれの検討課題の解決を目指しまし
た。
玉川　今後、私たちの3拠点がありたい連携
の姿としては、三宝製作所も若松製作所も堺
工場も、共通の設備があって拠点ごとに培っ
たノウハウがおそらくあるはずなので、そのノ
ウハウを共有し、お互いの業務や工程設計に
活かすことができれば、当社の連携力は今よ
りもっと発揮できると思いますね。

――中経2030達成に向け、各拠点で取り
組んでいることや、課題と感じることを教えて
ください。
鷹野　堺工場の型銅部門では、型銅生産量
従来比3割増産という計画を掲げています。
計画達成に向け、新たな溶解設備の運用と
活用、時間あたりの生産量増加を実現する
「増速鋳造」に取り組んでいます。増速鋳造に
は設備能力を高め、設備や部材の改良が必
要になるので、実際の作業者の知見を反映し、
不具合の発生を防いでいます。

樋口　堺工場 業務課では、加工工程で発
生した合金屑を社内で循環させるため、銅リ
サイクル率向上に取り組んでいます。合金屑
は直島製錬所や小名浜製錬所に送り、最大
限活用できるようにしています。こうした資源
循環の動きは近年、お客様の注目も集まって
いますね。三宝製作所はいかがですか。
藤田　三宝製作所では圧延製品の量産体
制が整い、歩留まり向上などの目標達成へ一
丸で取り組んでいます。私は製板課で銅板製
品の生産管理に携わり、現在は客先納期を
遵守するための工程管理や品質安定化を目
指し、日々業務に取り組んでいます。
川口　技術開発部では、製造工程の改善と
開発合金の拡販に取り組んでいます。例えば
MOFC®-HRの拡販ですね。自動車部品や
電子機器のメーカーへの営業に力を入れてい
ます。銅板の歩留まりを上げる上で、課題で
ある板の反りの発生を防ぐことに注力していま

す。若松製作所はどうですか。
玉川　若松製作所で現在注力しているのが、
設備の増速化と不良率低減です。私はリフロ
ー錫めっきライン設備の増強などに携わり、去
年から増速化の改造工事計画を進めてきま
した。改造後はトラブルが発生し、スムーズに
は進まなかったのですが、量産化までたどり
着き、着実に製品の量産体制が整ってきまし
た。今後も、スピード感を意識して設備の増
強を進める必要がありますね。

各拠点が一丸となり
量産体制を確立

進化する、人材と製造拠点
「グローバル・ファースト・サプライヤー」を目指して

三菱マテリアルは次世代技術の発展に貢献するため、
中期経営戦略2030で「高機能素材・製品供給の強化」に取り組み、
銅加工事業では「グローバル・ファースト・サプライヤー」を目指しています。
今回は銅加工事業を支える、堺工場、三宝製作所、若松製作所の3拠点から社員が集まり、
座談会で中経2030の進捗や今後の意気込みについて語り合いました。

三
み や け

宅 風
ふ う が

雅

若松製作所
生産管理部 生産管理課

川
かわぐち

口 卓
た く や

也

技術開発部
圧延製品開発室（三宝駐在）

樋
ひ ぐ ち

口 真
ま こ

子

堺工場
企画部 業務課

鷹
た か の

野 陽
あきひろ

弘

堺工場
製造部 型銅課

玉
たまかわ

川 隆
た か し

士

若松製作所
技術部 生産技術課

藤
ふ じ た

田 健
けん た ろ う

太朗

三宝製作所
圧延製造部 製板課

培った知見を共有し
連携力を発揮したい

※所属は2024年7月取材当時のもの

生産管理を担当。品質の安定
化を図る。

歩留まり向上のためのプロセス
開発に注力。

営業と製造をつなぐ役割として、
円滑な製造に貢献。

めっきラインで品質改善、設備工
事をはじめ幅広い業務を担当。

型銅製造における工程管理と品
質改善を担当。

原料の入荷や、工場で製造した
製品の出荷を担当。
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――三菱マテリアルへの社会の期待が、高ま
ってきたと感じることを聞かせてください。
鷹野　環境に配慮した製品として、当社の
100%リサイクル材に対する期待も高まってい
ると感じます。最近は、リサイクル材料の鋳造
も進んでおり、三宝製作所と協力して進めて
いきたいと思います。また航空宇宙開発向け
の需要も増え、社会の期待が高まっています。
当社の素材の強みは、品質が安定して均一な
ところであり、性能のばらつきの少なさが、お
客様からの信頼につながっています。
川口　当社には今、資源循環の強化が求め
られていますよね。今後は国内でいかに銅の
資源循環を進められるかが大事です。環境負
荷を抑えていくため、私たち加工拠点が、銅
のリサイクル処理能力をもっと高めて、資源循
環の土台を確立することが、社会全体から求
められていることだと感じます。
三宅　資源循環というと、私は以前、原料課
という部署にいて若松製作所で出たスクラッ
プを小名浜製錬所に送り、鋳造につなげる仕
事に携わっていました。社内で出たものは、社
内で再利用する。そうすることで、使う原料の
選択肢が増やせるような取り組みが進んでい
くといいと思います。

――「グローバル・ファースト・サプライヤー」
を目指す皆さんの、今後の意気込みを聞かせ
てください。
玉川　皆さんのお話から、仕事に熱心に取り
組み、社会のために貢献したいという思いを
感じました。私もまずは銅合金の拡販を続け、
売り上げに貢献していきたいです。「安全で作
業性の良い設備、環境および高品質な製品、
低コストで製造するための設備や技術を追求
する」ことが私たち生産技術課の方針ですの
で、これを追求してやりきりたいです。
樋口　業務課としては、製品、原料ともに滞
りなくデリバリーすることで、銅リサイクル率を
最大限向上できるように、そして合金屑の活
用が広がるように、今後も関係者との連携を
一層強化していきます。
藤田　「グローバル・ファースト・サプライヤー」
という点では、三宝製作所の板製品は国内シ
ェア8割超えで世界シェアも高く、まさに「グ
ローバル・ファースト」な存在と言えます。不
良率の削減に必死に取り組み、社会からの期
待に応えていきたいです。

――最後に、座談会を通じて感じたことを教
えてください。
川口　会社全体の話を聞いて、改めて、どの
拠点も目指している方向は同じなんだと実感
できました。自分が扱っているアイテムが、他
の部署でもやはり重要であり、自分たちがや
ってきたことは間違いではなかったなと再確
認しました。
鷹野　部署の壁を越えた連携も徐々に強化
されてきて、この連携こそ当社が生き残ってい
くための鍵になるなと思います。当社のどの部
署でも連携が大事だと改めて感じました。
三宅　課題ありきで連携するのではなく、そ
の手前でいろんな部署の動きを知る人がもっ
と増えて、連携が生まれれば、当社が秘める
ポテンシャルを発揮できるはずです。当社の
強みは上工程から下工程まで全てに対応で
きること。その強みを生かすには、交流をさら
に盛んにすることが大切ですね。

My Challenge
座談会に出席した6人に、
これからの仕事に込める思いや
チャレンジしたい目標などをお聞きしました。

やはり当社の基礎となるのは安
定操業・安定製造だと思いま
す。まずは着実にオーダーが流
れるように調整し、お客様へ安
定的に届ける。それが私の使命
です。

目の前の業務を通じ、
社会の期待に応える

組織の中で、銅板を熟知した
人材はもっと増えていくべきだと
感じます。私も自分から進んで
銅板を深く学ぶことで、もっと会
社に役立てて、業務をリードで
きる人材になりたいです。

三宝製作所
藤田 健太朗

現在扱っているクロムジルコニ
ウム系銅合金は、海外に数多く
出荷しています。この工程改善
に積極的に力を入れて、一層の
受注増加に貢献できるようにし
たいです。

技術開発部
川口 卓也

若松製作所
三宅 風雅 

他の部署や拠点がどんな仕事
をしているか分からないことが
多いので、お互いに紹介したり、
拠点間をまたぐプロジェクトを
増やしたりして、業務の幅を広
げたいと思いました。

若松製作所
玉川 隆士

目標は、既存市場におけるお客
様からの信頼度や満足度を向
上させることです。そのために、
不具合なく安定した品質を提
供できるように、日々の改善を
続けていきたいです。

堺工場
鷹野 陽弘 

座談会で出た「安定操業」とい
うキーワードは、私たちのどの
拠点にも共通する使命です。関
係部署と協力しながら、私自身
も安定操業に貢献できる人材
になりたいです。

堺工場
樋口 真子

会社概要

本社所在地 Pori, Finland

溶接電極・溶接線、コネクタ類、超電導線、  
合金線、ブスバー、アノード、各種導電部材、  
冷却ジャケット等、銅加工製品の製造・販売。

事業内容

調印式にて、左から：
Dawson Shanahan共同マネージング・ディレクター Les Reeves、
Luvata グループ社長兼CEO Pekka Kleemola、
Dawson Shanahan会長兼共同マネージング・ディレクター David Dawson、
Dawson Shanahanエンジニアリング・ディレクター Mark Jennings
（役職・肩書きは調印時2024年5月のもの）

　Dawson Shanahanグループの買収は、欧州で拡
大が見込まれる、高純度・高導電性が必要とされるxEV

向け銅部品の需要への対応を加速することを目的として
います。欧州を含め世界規模で内燃機関車からxEVへ
の移行が進む中、高精度な銅加工品の需要は今後中
長期にわたり拡大する見通しです。今回の買収により、欧
州の共通の顧客への営業を効率化できるほか、両社に
共通する冷間鍛造や機械加工の技術を共有することで、
技術面や生産面のシナジーの創出が期待できます。
　Luvataグループはさらなる銅需要の拡大に対応す
るため、Ｅ-モビリティ、電動化、グリーン・トランジション
などの分野を成長ドライバーと位置付け、これらの市場
での投資を含むさらなる成長の機会を引き続き模索して
いきます。今後も「グローバル・ファースト・サプライヤー」
を目標に、グループの専門性と強みを活かし、高品質な
銅製品を通じたソリューションを提供してまいります。

Luvataグループ社長兼
CEO Pekka Kleemola

このたび、三菱マテリアルグループのLuvata社は、
医療、自動車、再生可能エネルギーのほか、各種産業で利用される銅や
その他の金属に関する高度なエンジニアリング技術を持ち、精密加工品を
製造する英国のDawson Shanahanグループを買収しました。

Luvata Oyが
英D

ドーソン
awson S

シャナハン
hanahanグループ買収

全世界に広げる銅加工の力News
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M Mのある街を訪ねて
世界中を旅する女性、あるこさんが三菱マテリアルグループの拠点が
ある街を訪ねます。

今回は、細倉金属鉱業株式会社がある街をご紹介します。

クリーンエネルギーを発電

坑廃水処理

粗鉛を原料とする約
180kgのアノードと、電
気鉛を原料とする約
7kgの種板を電解液に
浸し、電解精製します。ア
ノードから溶けだした鉛
が種板に電着すること
で、純度99.99％以上の
電気鉛ができます。

鉱山時代の設備を生かした水力発電所でクリーンエネルギーを
産出しています。所内で使用する電力の約60％をまかなっています。

鉛バッテリーの
リサイクル

自動車などの使用済み鉛バッテリーを、月に約4,000トン回収し、電気鉛や鉛合金
といった高品質な製品にリサイクルしています。鉛バッテリーは電気自動車にも使
われており、今後も継続して使用されます。

宮城県北西部、自然豊かな栗原市にある細倉金属鉱業株式会社。
1987年の細倉鉱山閉山に伴い、製錬部門が独立してスタートしました。
「世界一安全・安心な鉛製錬所を作る」をスローガンに、
地域に根ざした製錬事業と鉱山管理事業を展開しています。

まち歩きと工場見学が
趣味の女性：20代後半。

ナビゲーター 

あるこさん

細倉鉱山1200年の歴史を体感できる

細倉マインパーク
1987年に閉山した細倉鉱山の当時の作業風景や働い
ていた人々の様子をリアルに再現した観光施設。実際に
坑道を歩きながら、鉱山や近代産業の歴史を学べます。

豊かな自然が生んだ

自
じねんじょ

然薯と岩
い わ な

魚
自然あふれる山林と澄んだ湖が
美しい栗原市では農業や魚の養
殖が盛んです。丹精込めて育てら
れた自然薯や、養殖発祥の地の
岩魚が特に人気です。

秋には「神の絨毯」が現れる 栗駒山
宮城・岩手・秋田にまたがる火山。初夏の残雪で馬の姿
が現れることから、こう名付けられたそう。秋には、「神の
絨毯」と呼ばれる日本屈指の見事な紅葉も楽しめます。

舟
ふなやま
山 貴

たかゆき
之さん

案内してくれた人
事務部 事務課

2014年入社。採用活動など事
務全般を担当。地元のお気に
入りスポットは渡り鳥の聖地「伊
豆沼・内沼」。毎冬に飛来する
200種を超える3,000羽の渡り
鳥を心待ちにしている。

千
ち だ
田 真

ま き
紀さん

案内してくれた人
事務部 事務課

2016年入社。事務を担当。地
元の推しグルメは「レストラン 
スプリングロード」の「恋

れん
こん

パフェ」。地産の恋
れんこん
根を使った

可愛いパフェに一目惚れするこ
と間違いなし！

細倉金属鉱業へようこそ!

銅や貴金属の製錬過程で出てくる不純物、使用済みバッテ
リーなどから鉛をはじめとする有価金属を回収し、電気鉛や鉛
合金を製造しています。細倉金属鉱業社の事業は、三菱マテリ
アルグループの非鉄金属リサイクルシステムに貢献しています。

細倉金属鉱業について

アノードと種板が
アノードと種板が接触すると

接触するとショートしてしまうため

ショートしてしまうため
細心の注意を払って

細心の注意を払って
電解液に浸します

電解液に浸します

不要となったものから、

不要となったものから、

有価な金属を回収する。

有価な金属を回収する。
まさに現代の
まさに現代の

錬金術師ですね！

錬金術師ですね！細倉金属鉱業株式会社編

栗原市

宮城

自然薯の館自然薯の館のの「しゃくなげそば」「しゃくなげそば」

自然薯自然薯

岩魚岩魚

使用済み
バッテリー

バッテリー

電気鉛・鉛合金

消費者

生産者

バッテリーを造る
工場

深さ最大600m、総延長
600kmと、とにかく広大！ 
1987年に閉山して以降は、
坑廃水貯留設備として活用
しています。

細倉鉱山坑道

人気コーナーは

人気コーナーは

「発破点火」

「発破点火」

親子で楽しめる親子で楽しめる
「砂金採り」「砂金採り」

電解工場
地域の一員として
300年の伝統を担ぐ

くりこま山車まつり
300年続く五穀豊穣祈願
の祭り。夜のとばりの中、歴
史や物語を再現した飾りが
光り輝く山車は迫力満点で
す！細倉金属鉱業社の従業
員も地域の一員として共に
担ぎ、祭りを盛り上げます。

鉱山から出てくる水（坑廃水）には有害な金属が含まれ、そのま
ま流すと環境に悪影響をもたらします。そこで細倉金属鉱業社は、
坑廃水を適切に処理し、水をきれいにしています。今後も環境を
守り、地域社会に貢献していきます。

産業用バッテリー

収集・運搬業者

バッテリーを集め
運搬する

細倉金属鉱業
株式会社

種板

アノード



1 51 4

　「三菱マテリアルの世界に誇れる電子材料
を、私がもっと広げていきたい」そんな思いで
仕事をしています。自動車やスマートフォン、テ
レビといった身の回りのあらゆる電化製品に
三菱マテリアルグループの電子材料が使われ
ています。
　三菱マテリアルで働く人の「人柄の良さ」に
惹かれ、2016年に経験者採用で入社しまし
た。担当は、秋田県の三菱マテリアル電子化
成株式会社が製造する電子材料の営業で、
今年4月からは海外向けの販売を担っていま
す。具体的には、有機フッ素化合物や無機ナ
ノ粒子。簡単に言うと、粉末や液体状の化学
材料を取り扱っています。
　私たちが扱う製品は、半導体に使われるこ
とが多く、入社直後から直近まで半導体関連
向け需要は非常に好調で、特に国内向け主
力製品は需要に対して生産が追いつかない
日々が続いていました。
　限られた人数で対応に追われ、忙しい日々
が続きましたが、それでも待っていただいてい
る多くのお客様のために、関係者と綿密なコ
ミュニケーションを取りながら、一社一社の需
要を把握し、ご要望に応えることができました。
そこで着実に売り上げを拡大させ、実績を残
すことができた経験は私の誇りです。

　営業の仕事の中でも、化学物質に関する法
令の説明はお客様からの信頼に関わる非常
に大切な仕事です。一方、非常に難しい仕事
でもあります。特に担当する有機フッ素化合
物は近年規制強化の動きがあり、規制をご理
解いただくために丁寧に説明したり、利用方
針を相談したりする必要があります。
　お客様に向き合い、丁寧に説明する姿勢は
上司から学びました。上司に何度も同行し、
説明する内容を聞いてメモをし、自分の頭で
もう一度考え「自分の言葉」にしてから理解す
る。これの繰り返しで身につけました。信頼関
係を構築するため、お客様に合わせた分かり
やすい説明をすることを常に心がけています。
　なぜ私が営業の仕事を頑張れるかというと、
製造現場で頑張るグループの仲間の力になり
たいからです。製品の持つ可能性に、そして私
の仕事に、期待してくれる人がたくさんいる、だ
からその期待を裏切らないように売りたい。グ
ループの頑張る皆さんを見ると「私も頑張らな
いと」と励みになります。

　中経2030の目指す姿を実現するため、高

付加価値の製品を社会に生み出し続けること
が私たちの使命です。また、社会の変化に対
応するため、世界規模のマーケットの情報を
迅速に収集する必要があります。電子材料が
使われる製品は、ライフサイクルが短くなって
おり、新製品が続 と々生まれるため、先行して
情報をキャッチすることが重要です。
　今、私に期待されているのは、活躍の可能
性を秘めた新製品を海外に拡販していくこと
です。特に、世界初の当社独自技術をさらに
発展させ、紫外線の透過率を向上させた
「NITRBLACK® UB-2」という無機黒色顔
料の拡販に力を入れたいと思います。これは
ディスプレイなどのエネルギー効率の改善に
役立つ材料で、期待が集まっています。
　私が仕事で成し遂げたいことは二つありま
す。一つは「陳さんと一緒に働きたいな」と思
われる人間になって、いろんな人と力を合わせ
て働くこと。もう一つは、三菱マテリアルという
世界に誇れるブランドを、もっと広げること。
　今、「日本製」というモノのブランド力は弱ま
ったと言われますが、実際は、決してそんなこ
とはないと私は思っています。たとえ見えない
ところであっても、私たちの製品は世界のあら
ゆる場で必要とされ、価値を発揮しています。
私は、どこまでその価値をアピールできるか、自
分の可能性を試したいと思います。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
多
様
な
人
材
と
、
そ
の
挑
戦

M
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お客様との信頼関係のため
自分の言葉で、丁寧に説明する

活躍の可能性を秘めた
新製品を、海外にもっと届ける

半導体に欠かせない素材の
世界的な需要拡大に応える

職場では先輩や後輩との
助け合いを大切にしてきた
陳さん。「周りには、いつも
親身になって相談に乗って
くれる人が多いから、頑張
れます」と語ってくれました。

世界に誇れる電子材料を
この手で社会に広める

高機能製品カンパニー
電子材料事業部 営業部

陳
ちん

 云
う ん か

華



どんな岩盤にも対応できる
「建設工具」

岩盤掘
くっさく

削

　戦後日本の課題の一つであった
荒廃した鉱山の再生。三菱マテリア
ルはその早期復興を目指し、1940
年代からいち早く建設工具の開発
に取り組んできました。その過程で
超硬合金の刃先を持つ製品を開発。
従来品よりも削

さくがん
岩効率が高く軽量

な製品を開発したことで、鉱山操業
の効率化、そして戦後の復興に大き
く貢献しました。
　建設工具は掘削対象がさまざま
な岩盤であり、使用する環境ごとに
最適な建設工具が異なります。その
点、超硬合金の開発や製造を生

なりわい
業

としており、耐摩耗性や耐衝撃性に
優れた超硬合金グレードを多数保
有している三菱マテリアルは、現場
に応じてカスタマイズを施した特殊
品や、幅広いサイズの製品を提供で
きることが強みです。
　近年は鉱山業界のニーズである
削
さっこう
孔（穴あけ）の高速化による生

産性の向上に応えるため、削孔速度
の向上に貢献する数多くの製品を
社会に提供。今後もより良い製品を
提供することで、鉱山事業の生産性
向上、そして働く人々の豊かな生活
に貢献していきます。

D I A E D G E ロックツール

自社で研究開発した高品質の超硬合金チッ
プと、優れた熱処理を施した鋼材を使用す
ることで、高い耐摩耗性と耐衝撃性を実現
した製品。世界最高の品質を武器に、鉱
山事業のあらゆるケースで活躍する。

P I C K  U P
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三菱マテリアルはペースト材だけでなく、
「シート材」も作ることができるのじゃ！

より広い面積を接合する時に、
とても役立つのじゃよ。

三菱マテリアルの素材や技術の
「ヒミツ」に迫ります！

焼結型銅接合材料焼結型銅接合材料
ってどんなソザイ？

三菱マテリアルの「焼結型銅接合材料」は、半導体の小さな部品と部品をく
っつけるための、重要な素材。実は、銅の「粉」から作られています。今回は
この「粉」に隠された、三菱マテリアルの独自技術をご紹介します。

銅接合材料が使われるパワー半導体モジュールは、あ
らゆる車のモーターを回すための、インバーターとい
う制御装置に欠かせない部品です。高い信頼性が求め
られる、鉄道車両やxEVなどへの活用が期待されます。
このほか、風力発電や太陽光発電といった発電設備に
も適用が期待され、さらに普及していくと見込まれます。

鉄道車両やxEVの安全のために

S O Z A I  F I L E  N O . 1 1

三菱マテリアルのラボで
日々研究に勤しむ、
素材フリークな博士。

ソザイに詳しい

Dr. マテリ

こんなところに活かされます

銅は「粉」にすることで銅は「粉」にすることで
溶けやすく、強みを発揮！溶けやすく、強みを発揮！

半導体には、部品同士をくっつける
「接合材料」が必要です。三菱マテリ
アルは、この接合材料を極めて小さな
数nmの、銅の粉から作っています。
銅の融点はとても高く、1000℃を超
えますが、極めて小さくかつ一定の大
きさの粉にすると、実はもっと低い温
度で溶けるのです。このため、粉から
作った方が、低コストで簡単に作るこ
とができます。粉をクリームのようなペ
ースト状にすると、色々な大きさや形
状にできるので、さまざまな形状の半
導体をくっつけられるメリットもありま
す。銅の「強み」は半導体の中で使う
時に、大いに発揮されます。

1nm（ナノメートル）
＝砂の100万分の1！

大きな塊だと
溶けにくい...

小さくて一定の
「粉」だと、
すぐ溶ける！材料をつくる時

半導体の中で使う時
パワー半導体は、

大量の電気を使うから
大量の「熱」がこもる...
でも銅は融点も

熱伝導性も高いから、
安心！

粉からペーストに変身すると...粉からペーストに変身すると...

高温に負けず、高温に負けず、
半導体部品をくっつける！半導体部品をくっつける！

xEVや充電設備には、100万ワットを超える電力も処理できる「パワー半導体」が使われ、ど
れも電極の上にしっかりとくっつけて使われます。くっつけるための接合材料には、電気をよく
通し、長時間、高温にさらされてもびくともしないことが求められます。三菱マテリアルが誇る
独自技術である、銅の粉で作る接合材料は、高温に強いためパワー半導体にピッタリ。銅は
融点が高く、高い熱伝導性があるため、動作中に200℃以上の温度になっても、充分な耐熱
性と放熱性があります。そのため、より安全で汎用性の高いパワー半導体を実現できます。

基板

半導体素子

TOPICS
2024年7～ 9月における、
三菱マテリアルの主要トピックスをお伝えします。

今号の『WITH MATERIALS』に対する皆さまの率直なご意見・ご感想、
取り上げてほしいトピックスをお寄せください。

https://forms.office.com/r/eqBvZud20K

『WITH MATERIALS』読者アンケートにご協力ください

　三菱マテリアルは、当社100％子会社であるMM 
Netherlands B.V.（オランダ）の機能を拡大・再編し、
三菱マテリアルヨーロッパ社（Mitsubishi Materials 
Europe B.V.）をオランダ・アムステルダムに設置、9月
より営業開始しました。欧州地域において、E-Scrapな
どの資源循環事業やタングステン事業の戦略を立案し、
それらを実行するとともに、欧州地域の各事業会社の
経営管理や銅鉱山の配当管理業務などを行います。

9月 三菱マテリアルヨーロッパ社が営業開始

　三菱マテリアルが30％の権益を取得しているチリ国Mantoverde鉱山にお
いて銅精鉱の生産が開始されました。本鉱山は1995年に電気銅の生産を開
始、操業を続けてきました。深部の硫化鉱の開発プロジェクトにおける選鉱場
などの主要な建設工事が完了し、銅精鉱の
生産が開始され、フル操業に向けて取り組
んでいます。当社は銅生産の30％を引き取
る権利を有しています。また、生産される銅
精鉱は不純物が少ないクリーン鉱と見込ま
れ、2041年までの長期間にわたり銅資源の
安定供給が期待されます。

7月
チリ国Mantoverde銅鉱山の
銅精鉱生産開始

上空からの全景

　7月末に「統合報告書2024」を発
行しました。財務面だけでなく、非財
務面の取り組みも積極的に開示し、
中長期的な成長をご理解いただくこと
を目的として、当社の価値創造プロセ
スやマテリアリティに関する目標や取
り組み、資源循環の拡大やカーボンニ
ュートラルの実現等の中期経営戦略
に関する進捗等の取り組みを紹介して
います。また8月末には「サステナビリ
ティレポート2024」を発行しました。
当社グループのサステナブル経営に関
する考え方・取り組みなどをご理解い
ただくことを目的としています。どちら
も当社コーポレートサイトにてご覧い
ただけます。

　三菱マテリアルは学校の夏休み期間に合わせ「Family Day」を開催しまし
た。本イベントは、丸の内本社オフィスで働く従業員のご家族を職場に招待し、
日頃従業員を支えてくださっていることへの感謝をお伝えするとともに、当社や
仕事に対する理解を深め、親しみを持っていただく機会として、昨年に引き続き
開催しました。当日はオフィスツアーに併せて、小中学生向けと高校生以上向け
に異なる内容で当社事業に触れるイベントを実施。「実際に働いている姿を見る
ことで詳しく会社を知ることが
できた。子供たちにとって貴重
な体験となった。」などといった
感想が寄せられ、社員、家族、
会社が相互に交流できる貴重
な機会となりました。

8月 三菱マテリアル本社にて「Family Day」開催

　三菱マテリアルは、世界最大級である600㎜角の「角型シリコン基板」を開
発しました。半導体パッケージの製造工程において、半導体チップを配置する
キャリア基板が従来の円形状では、効率よく
パッケージをキャリア基板に収められないこ
とが課題となっています。当社は、従来から
当社グループで培ってきた大型シリコンイン
ゴットの鋳造技術と、当社独自の加工技術
を組み合わせてこの課題を解決し、半導体
分野における生産性向上に貢献します。

半導体パッケージ向け世界最大級の
「角型シリコン基板」を開発8月

サイズ例510×515×0.8㎜の外観
（右）、左はサイズ比較用（φ300㎜）

　三菱マテリアルは、2030年に向けた私たちの目指す姿である「人と社会と地
球のために、循環をデザインし、持続可能な社会を実現する」ための行動の指
針となる新たな価値観を策定しました。従業員が価値観に基づいた行動を積
み重ねることにより、企業価値を向上させていく新たな組織文化構築を目指し、
有志で募った従業員が考えた素案をもとに投票形式で意見集約を行い、その
結果と経営層による議論を経て新たな価値観を決定しました。

8月
三菱マテリアルグループの
新たな価値観を策定

三菱マテリアルグループ 価値観

統合報告書2024・
サステナビリティレポート2024を発行7月・8月

統合報告書2024

サステナビリティレポート
2024
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知識や経験をつなぎ、立派な木を育てる

木の声に耳を傾けながら大きく育てたマテリアルの森（北海道札幌市）

環境保全と経済性を両立した美しい森。その実現のため、マテリアルの森では通常の2倍以上の

年月をかけて人工林を育てる長
ちょうばっきせぎょう

伐期施業を実施しています。大きく成長した木々は、安定した森

林土壌をもたらすとともに、多くの生物が暮らす多様性豊かな環境を形成。また通常よりも太く、大

きく、丈夫に育った木の幹は、付加価値の高い建築材などとして地域に供給されます。

しかし長期間にわたり森を育てることは、強風による倒木や、動物による樹木への被害といったリ

スクを高めてしまいます。そうした森林被害から広大な森を守るためには、日々の地道な観察と、そ

れに基づく臨機応変な森林整備が必要です。例えば、間伐の際により太く、安定性の高い木を残

すように選木するなど、森と対話をしながら作業を進めることが大切です。

長伐期施業を成功させるために重要なのは、その森でどういう整備を行ったか、どういう課題があ

るかといった情報を記録し、未来に向けてつないでいくこと。そして、それらを担う人材を育成し、何

人もの人の手によって受け継いでいくことも必要です。そうした「森のバトン」をつないだ先に、森

を豊かにする立派な木々が育ちます。


